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第 437 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『医療の隙間を埋める』〜『その人らしいものが 発動して来る』〜 

 

2026 年 10 月 26 日『新渡戸稲造記念センター in 新渡戸記念中野総合病院』(中野駅）―> 順天堂大学（御茶ノ

水駅）に向かった。 その後、本郷三丁目にある訪問看護ステーションに行き、代表(代表取締役)で、2027 年 4

月 27 日の『第 10 回日本地域医療連携システム学会』(Japanese Association of Communication Medicine 

Cooperation System )の大会長をされる布川麻代氏と面談した。 布川麻代氏の博士論文は『Clinical Benefit of 

Cancer Philosophy Clinic for Cancer Patients Using EQ-5D-5L Scores』(Mayo NUNOKAWA, Eiichi INADA, Okio 

HINO)である。 

 

『日本地域医療連携システム学会』は、 2016 年 4 月 1 日に設立された。 【学会設立の目的 : より良い医療・

介護を提供するために 教育活動を行い、いかに効率よく かつ安全に遂行できるか、研究、調査を行う場となる

よう取り組んでいきます。 『医療の隙間を埋める』試みとして全国に広がることが期待される。 人間は、自分

では『希望のない状況』であると思ったとしても、『人生の方からは期待されている存在』であると実感する深

い学びの時が与えられている。 その時、『その人らしいものが 発動して来る』】である。 

2016 年 11 月 5日に『日本地域医療連携システム学会』シンポジウム【医療維新を目指して ～ 地域医療の今ま

でとこれから ～】：【理事長の筆者は基調講演、厚生労働省医政局の課長による特別講演】が、布川麻代氏ら

によって企画された(画像)。そして、【日本地域医療連携システム学会 第 1回学術大会【自己形成力の連携 ～ 

小さな事に、大きな愛を込める～】(画像) は 2017 年 12 月 2 日に開催された。  

『日本地域医療連携システム学会』については、新渡戸記念中野総合病院 HP で【本学会は、地域医療分野の総

合的な連携を推進し、特に在宅医療ネットワークを構築・整備することを中心とした事業を行うことです。樋野

興夫理事長を中心に、医師や看護師・コメディカルの情報共有の場として積極的に活動し、より強固なチーム医

療を提供することを目的としています。そのために国内外問わず、関連学会や地域医療推進事業団体と積極的な

交流を目指します。より良い医療・介護を提供するために教育活動を行い、いかに効率よく、かつ安全に遂行で

きるか、研究、調査を行う場となるよう取り組んでいきます。】と紹介されている。 ただただ感謝である。 

 

夜は、Zoom 会議『日中医学協会 2026 年度 第 2回広報委員会 』に出席した。 
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